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須坂市教育委員会１月定例会 【会議録】 

 

１ 日 時 2022 年 1 月 28 日（月）午後 1時 30 分～午後 3時 00 分  

 

２ 場 所 人権交流センター２階会議室 

 

３ 出席した委員 教育長      小林 雅彦 

         教育長職務代理者 二ノ宮邦彦 

         教育委員     土屋 保男 

         教育委員     水上 智恵 

         教育委員     山下美知子 

 

４ 説明のため出席した職員 

         教育次長     清水 秀一 

学校教育課長   中村 健司 

         子ども課長    小林 昌幸 

         人権同和教育課長 牧  俊彦 

         学校給食ｾﾝﾀｰ所長 北堀 智 

         文化スポーツ課長 田中 賢一 

         生涯学習推進課長 山岸 一延 

         主任指導主事   後藤 昭彦 

         指導主事     竹前 金三 

         指導主事     北村 雅 

 

５ 事務局出席職員 

庶務係長     小林 貴彦 

庶務係担当係長  安川 尚義 

 

６ 本日の会議に付した事項 

 

（１）学校等の状況報告について 

    

（２）議 題 

議案第１号 須坂市教育委員会組織規則の一部を改正する規則について 

議案第２号 須坂市医療的ケア運営協議会設置要綱の制定について 
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議案第３号 文化財指定解除の諮問について 

                    

（３）協 議 

  ① 教職員組合からの要望事項に対する回答について（当日配布） 

  ② 総合教育会議の議題について 

 

（４）一般行政報告 

① 教育長出席行事の報告について 

② 行事共催等承認の報告について 

③ 新型コロナウイルス発生・対応状況について 

④ 卒業式・入学式における対応について 

 

（５）その他 

① 教育委員会行事予定について 

② 須坂市教育委員会主催・共催大会等への出席について 

③ 2021 年度卒業式の出席者予定について 

④ 令和３年度卒園式の出席者予定（案）について 

⑤ 令和４年須坂市成人式の開催報告について 

⑥ その他 

 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

  

小林教育長が開会を宣した。 

  

１ 学校等の状況報告について 

教育長が説明を求めた。 

（1）後藤主任指導主事が学校等の状況について説明した。 

・児童生徒の欠席（30 日以上）状況について、経年変化をみると小中学校ともに

大きな変化はない。 

・90 日以上の長期欠席者は、小学校で 7 人。90 日以上の長期欠席者が、30 日以

上の欠席者 20 人に占める割合は 35％。中学校での 90 日以上の長期欠席者は 29

人。30 日以上の欠席者 52 人に占める割合は 56％。不登校生徒の半数以上が 90

日以上となっている状況。 

・２学期の学校行事の状況について、小学校の修学旅行は当初は東京等の県外が

予定されていたが、新型コロナウイルスの影響により目的地を県内及び隣県に
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変更して実施された。中学校では関西方面から変更して、県内で実施された。 

・運動会や音楽会は、各校でコロナ感染予防対策をして実施された。 

・令和３年 11 月の「いじめに関する調査」から、いじめられた時の相談相手とし

て、担任や父母、友達に比べて、養護教諭と答えた割合が低い結果となった。

このことについて、各校の校長や教頭へ調査を実施し、以下のような意見があ

った。 

・児童生徒は養護教諭について、怪我や具合の悪い人の面倒を見てくれる先生で、

いじめの相談をする先生ではないと思っている。 

・多くの児童生徒が養護教諭と接する時間が、担任や父母、友達に比べて圧倒的

に少ないことが要因ではないか。 

・子どもたちも養護教諭に相談できるという認識はある。ただ、小学校では１日

の大半を担任と過ごしているので、状況をよくわかっている担任に話すことで

解決することが多くあるため、養護教諭まで至らないのではないか。 

・いじめの相談窓口としての保健室の機能を高めるための方策として、養護教諭

も保健室から出て、校舎を回り、子どもの普段の様子を見守り、困っている児

童がいれば声を掛けるようにする。 

・いじめられたことを「誰にも話さない」と回答した児童生徒に対する取り組み

について。アンケートは記名式のため、その児童には温かな言葉がけをするよ

うにして、親身になって相談に乗り、解決してあげることで「誰かに相談すれ

ば解決に向かう」ということを実感させることが大切。 

・家族や教職員などの大人に相談できない生徒がいる場合、多方面のアプローチ

を試みている。仲のよい生徒に協力してもらったり、不登校支援員やスクール

ソーシャルワーカー等、担任以外に家庭訪問をしてもらったりしている。 

・今回のアンケート結果については、校長会や教頭会を通じて、各校の運営に活

かしていただくよう考えている。 

二ノ宮代理： 

・子どもたちにとって頼れる所をたくさん作っておくことが大切だと感じる。 

 

 

２ 議 題   

議案第１号 須坂市教育委員会組織規則の一部を改正する規則について 

議案第２号 須坂市医療的ケア運営協議会設置要綱の制定について 

議案第３号 文化財指定解除の諮問について 

教育長からの求めで、各課長が説明した。特に意見・質問無く、承認された。 
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３ 協 議 

(1) 教職員組合からの要望事項に対する回答について 

小林教育長が説明を求め、中村学校教育課長が説明した。 

 

(2) 総合教育会議の議題について 

    小林教育長が説明を求め、中村学校教育課長が説明した。 

・総合教育会議の議題は、①幼保小連携について②須坂新校再編実施計画懇話会

③子どもの学びのあり方検討会議について意見交換を行う。 

 

４ 一般行政報告 

(1) 教育長出席行事の報告について 

教育長が主だった出席行事について説明した。 

    

(2) 行事共催等承認の報告について 

小林教育長が説明を求め、中村学校教育課長が説明した。 

・後援事業が 10 件。内新規が３件。 

 

(3) 新型コロナウイルス発生・対応状況について 

  小林教育長が説明を求め、中村学校教育課長が説明した。 

 ・須坂市内では、1月 19 日から感染者が急増し、1月 20 日には、人口 10 万人当

たりの新規感染者数が長野市を超えた。 

 ・長野市や須坂市でも警戒レベル５が発令され、1月 15 日から当面の間部活動を

中止するよう学校へ通知した。 

 ・1 月 24 日に県が「まん延防止等重点措置」の適用を国に申請。これをふまえて、

1月 25 日に市内小中学校に対して、分散登校等の実施について通知した。 

 

(4) 卒業式・入学式における対応について 

 小林教育長が説明を求め、中村学校教育課長が説明した。 

・小中支援学校の卒業式・入学式において、感染症対策等の観点から、今年度は来

賓を招かずに実施する。 

 

５ その他 

（1）教育委員会行事予定について 

小林教育長が説明を求め、各課長等が説明した。 

  次回定例会は２月 24 日（木）午後 1時 30 分に決定した。 

 

（2）須坂市教育委員会主催・共催大会等への出席について 



5 

 

小林教育長が説明を求め、中村学校教育課長が説明した。 

 

（3）2021 年度卒業式の出席者予定について 

小林教育長が説明を求め、中村学校教育課長が説明した。 

 

（4）令和３年度卒園式の出席者予定（案）について 

小林教育長が説明を求め、小林子ども課長が説明した。 

 

（5）令和４年須坂市成人式の開催報告について 

  小林教育長が説明を求め、山岸生涯学習推進課長が説明した。 

 ・参加者数 新成人 386 人 出席率 67.8％（R２年度 73.1％） 

・インターネットによる同時配信及び録画配信（１月３１日迄）を実施した。 

 

（6）その他 

  無し 

 

 

小林教育長が閉会を宣した。 


